
名 船  発  掘 〈汽船〉

(主要目〉貨物船、扇海汽船所有、 1,262総トン、 1,946重量 トン、

垂線間長695m、 幅101m、 主機三連成汽機 1基 、出力483図示馬

力、最高速力97ノ ット、1917年播磨造船所建造、同型船扇洋丸
扇海丸

関東大 の救援第 1船 として帝辰
出

災

航大阪を

関
東

大

震
災

で
各

船

が
活
躍

ト
ル
コ
地
震
、
冷
沿
大
地
使
と
、
多
く
の
死
そ
を

出
す
震
災
が
相
次

い
だ
。
あ
の
阪
神
大
伎
災
が
発
生

し
て
か
ら
今
年
で
五
年
日
．
「災
宇
は
忘
れ
た
こ
ろ
や

っ
て
く
る
」
と

い
っ
た
の
は
守
＝
筑
彦
だ

っ
た
．
が
、

情
報
が
世
界
を
か
け
め
ぐ
る
今
で
は
、
大
惨
事
は
忘

れ
る
い
と
ま
も
な
く
起
き
て
い
る
。

こ
の

「名
船
発
掘
」
で
は
ロ
ド
、
鉄
道
連
絡
研
を

ｉ
体
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
今
回
は
予
定
を
変
更
し
、

災
■
に
ゆ
か
り
の
あ
る
船
を
と
り
あ
げ
た

い
。
円
水

大
受
災
の
と
き
、
故
援
第

一
船
と
し
て
大
阪
を
出
航

し
た

「
用
海
丸
」
（せ
ん
か
い
ま
る
）
、
こ
の
い
た

っ

て
地
味
な
貨
物
船
が
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
．

さ
て
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
の
は
、　
一
九
二

●

（大
ｉ
■
ｉ
）
年
九
月

一
日
の
Ｔ
前
卜
　
時
Ｉ
ト

人
分
。
そ
の
第

一
報
が
、
横
浜
の
新
港
キ
頭
に
接
＝

し
て
い
た
東
洋
汽
船
の
大
平
洋
航
路
客
愉

「
こ
れ
や

九
」
か
ら
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
！
同
船
の
通
信
長
川
村
徴
作
が
第

一
報
を
銚
子
無

紙
電
信
局
に
打
電
し
た
の
は
、
地
震
発
生
か
ら
卜
分

後

の
午
後
①
時
人
分
で
あ

っ
た
，

横
浜
市
内
は
大
火
災
に
な

っ
た
。
入
港
中
の
各
船

が
多
く
の
避
雛
民
の
放
出
に
あ
た

っ
た
こ
と
は
、
い

う
ま
で
も
な

い
。
神
奈
川
県
知
事
は

「
こ
れ
や
九
」

に
敗
助
さ
れ
た
。
口
」
れ
や
九
」
に
は
、
警
察
部
、
税

関
な
ど
諸
■
庁
の
使
事
務
所
が
忙
か
れ
、
知
事
は
同



い
の
通
信
キ
か
ら
敗
拡
要

‐
ｉｌ～
を
打
化
し
た
．

救
援

第

一
船

が
大

阪

を
出

航

要
請
を
受
け
た
問
西
の
対
応
は
す
ば
や
か

つ
た
．

即
Ｈ
、
大
阪
府
で
対
策
会
績
が
も
た
れ
、
＝
Ｈ
か
ら

の
故
助
品
の
れ
に
輸
送
計
画
が
共
体
化
し
た

故
援
第

一
船
と
な

っ
た
の
は
、
大
阪
商
体
の
チ
ャ

ー
タ
ー
船
で
、
東
京
ヽ
三
角

⌒九
州
）
間
の
定
期
航

路
に
就
航
し
て
い
た
千
〓
百
総
ト
ン
の
貨
物
船

「
崩

海
九
」
で
あ
る
ゎ
束
水
～
≡
角
航
怖
は
、
大
艇
災
の

一
カ
月
ま
え
に
開
業
し
た
ば
か
り
だ

つ
た
，
付
港
地

は
、
横
浜
、
大
阪

（臨
時
）
、
門
司
、
長
崎
≡
お
そ
ら

く
、
復
航
便
を
故
援
船
に
あ
て
た
の
だ
ろ
う
．

「
局
加
九
」
は
、
地
使
！
Ｈ
の
九
月
ｉ
Ｈ
に
敗
助

‐――，

を
積
み
終
え
、
午
前
十
　
時
に
大
阪
を
出
抗
、
杖
浜

と
東
京
に
向
か

っ
た
．
医
垢
抗
と
警
察
部
員
な
ど
の

ほ
か
、
大
阪
府
助
役
も
宋
佑
，
米
三
千
石
、
沢
庵
三

百
仲
、
ル
ｒ
市
榔
、
炊
料
水
な
ど
を
ｉｉｌｌｉ
載
し
て
い
た
≡

一人
阪
削
川
打
開
』
は
こ
の
日
、
匁
　
船

「
航
れ
九
」

の
出
航
を
報
じ
る
サ
外
を
出
し
て
い
る
！

積
み
き
れ
な
か

っ
た
物
資
は
、
第
二
船
の

「志
か

ご
九
」
に
は
ん
だ
≡
７
心
か
ご
九
ｔ．
は
、
人
版
商
怖
の

由
木
束
片
航
路
の
た
川
貨
作
船
で
、
同
じ
　
川
の
Ｔ

後
ｉ
時
に
大
阪
を
発
航
し
て
い
る
．

こ
の
日
は
神
戸
か
ら
も
、
午
後
四
時
に
支
援
船
が

出
航
し
た
。
世
転
第
二
研
は
、
日
本
郵
怖
の
横
浜
～

Ｌ
加
航
路
の
た
川
貨
作
い

「
―――
城
九
」
で
あ
る

敗
拡

．
船
は
、
い
ず
れ
も
定
川
船
で
あ
る
」
使
災

ド
後
は
と
り
あ
え
ず
、
阪
神
か
ら
京
浜
に
向
か
う
定

期
便
を
技
携
活
動
に
利
用
し
た
の
だ
。

到
着
第

一
船
が
ど
の
船
だ

っ
た
か
は
、
市
部
の
報

道
機
関
が
映
成
し
た
た
め
不
明
で
あ
る
。
が
、
十
一体

の
ス
ピ
ー
ド
か
ら
み
て
、
十
六
ノ
ッ
ト
の
速
力
を
行

す
る

「
山
城
九
」
だ

っ
た
可
能
性
が
高

い
．
食
提
品

と
飲
朴
水
を
満
載
し
た
同
硫
は
、
早
三
日
横
浜
に
到

右
．
逆
難
民
…
千
人
を
収
容
し
て
い
た
日
本
郵
い
の

欧
州
抗
路
定
川
船

「
…
向
九
」
に
粒
付
け
し
て
枚
助

品
を
支
給
し
、
他
体
に
も
こ
れ
を
分
配
し
た
ュ

式
典
前
に
進
水
し
た

「扇
海
丸
」

「志
か
ご
丸
」
と

「
―――
城
丸
」
は
行
名
船
だ
が
、
「
明

れ
九
」
と
は

一
体
ど
ん
な
貨
物
恥
だ
ろ
う
。

こ
の
砧
は
、
鈴
木
商
店
の
傘
下
で
再
発
足
し
た
播

磨
造
船
所
が
建
造
し
た
五
番
船
で
あ
る
．

急
地
の
佐
設
船
市
で
造
ら
れ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
の

折
麻
地
作
所
は
進
水
作
業
が
不
は
れ
だ

っ
た
．
そ
の

た
め
進
水
式
の
日
、
来
客
が
ま
だ
別
館
で
行
機
中
に
、

恥
が
あ
上
に
消
リ
ド
リ
て
し
ま

っ
た
と

い
う

エ
ビ

ツ

ー
ド
が
、
―，１
造
怖
所
の
社
史
に
記
さ
れ
て
い
る

た
■
し
た
の
は
晰
加
汽
船
，
関
末
大
使
災
の
と
き

の
オ
ー
ナ
ー
は
内
■
の
平
出
商
車
で
、
前
述
の
よ
う

に
東
京
～
九
州
航
路
に
就
航
し
て
い
た
．

昭
和
初
期
に
は
、
大
阪
と
北
朝
鮮
の
日
本
海
沿
岸

各
込
を
対
ぶ
大
阪
尚
い
の
定
畑
航
昨
に
張
り
付

い
て

い
る
　
地
味
な
貨
物
船
だ
が
、
「
明
ル
九
」
の
名
は
人

阪
商
船
の
社
史
の
あ
ち
こ
ち
に
命
坊
す
る
．

の
ち
、
加
能
汽
研
に
身
売
り
し
て

「加
能
九
」
と

改
名
、
戦
時
中
に
束
邦
水
産
の
手
に
渡

っ
た
．
そ
し

て
敗
戦
の
年
の
四
月
、
キ
問
を
出
航
し
日
本
れ
を
前

下
す
る
途
中
、
栄
向
抑
で
没
務
の
た
め
性
は
た
法

こ
れ
が
、
関
末
大
資
災
の
故
援
に
従
与
し
た
知
ら
れ

ざ
る
貨
物
価

「
局
海
九
」
の
略
雁
で
あ
る
。

強

力

だ

っ
た
船

に
よ

る
支
援

活
動

五
年
前
の
阪
イーーー
大
震
災
の
と
き
、
次
々
と
伝
え
ら

れ
る
い
た
ま
し
い
報
通
の
な
か
で
、
多
く
の
商
い
な

ど
に
よ
る
枚
援
活
動
は
、
内
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
雌
な
ど
と
と
も
に
、
多
少
な
り
と
も
故

い
が

あ
る
話
也
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
中

機
能
を
う
し
な

っ
た
陸
上
輸
送
機
関
の
代
替
手
段

と
し
て
、
十
本
を
こ
え
る
旅
行
航
路
が
臨
時
に
設
け

ら
れ
、
何
生
も
の
フ
ェ
リ
ー
が
こ
れ
に
従
事
し
た
こ

と
は
祀
憶
に
対
し
い
．
だ
が
、
こ
れ
ら
の
フ
ェ
リ
ー

の
多
く
は
、
明
石
加
岐
大
析
の
レ
ｉ
に
よ

っ
て
抗
路

が
な
く
な
り
、
リ
タ
イ
ア
し
て
し
ま

っ
た
。

関
東
大
伎
災
と
阪
神
大
使
災
の
史
実
は
、
迭
治
郁

市
が
投
災
し
た
場
合
、
船
に
よ
る
支
援
が
強
力
で
あ

る
こ
と
を

小
し
て
い
る
、
地
使
列
内
川
本
で
生
き
る

者
は
、
こ
う
し
た
史
実
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

い

山
田
　
適
生
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